
平成３０年９月１４日(金) 菊陽町立菊陽南小学校 学校だより 第１３号 文責：中畑公宏

夏休み中の８月２日に、熊本県版コ
ミュニティースクール学校地域づくり
協議会（南Ba小会）の発足会を開催い
たしました。
簡単にこの会の説明をいたします

と、学校をよくするために、家庭や地
域の協力をいただきながら、学校の課
題を共有し解決していく組織です。
メンバーは、南校区活性化協議会長、

南校区青少年健全育成協議会長、南小
学校評議員、南部町民センター長、地
域学校協働活動推進員、南小PTA会長、
学校担当者(校長、教頭）です。南Ba
小会の記念すべき第１回の会長には、
活性化協議会長の吉山新也さんが就任
されました。
活動は、環境

班、読み聞かせ
班、下校支援班、
学力支援班、地
域交流班の５つ
に分かれ学校の
課題解決に向け
て動いていきま
す。学校の課題
は、校地の除草、
緊急時の下校指
導、朝の学習の
丸つけなど結構あります。
９月１１日に第２回目の会議を持ちましたが、こ

れらの課題につ
いて、意見を交
わし、それぞれ
の班で具体的な
活動を進めて行
くことになりま
した。学校から
の急な課題とし
て、池の水漏れ
対策、英語コー
ナーづくりにつ
いても相談しま
したが、すぐに
段取りを考え
ていただくなどとても心強い存在になっていま
す。職員室でも評判になり２年生が描いた運動会
のポスターも南Bａ小会を通じて各地区に配付・
掲示していただきました。学校からお願いするこ
ともありますが、地域や保護者の皆様
のご意見も取り入れていきたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

５年生の集団宿泊教室は、水俣の学習のほか、北小
の新しい仲間と活動することも学びました。活動班

の中に１人ずつ分かれて入りましたが、新しい友達を作り、仲良く、楽しく
活動することができました。とてもたくましくなって帰ってきました。

「水俣」から学んだこと
熊本県が行っている「水俣病に学ぶ

肥後っこ教室」事業を利用して、５年
生は、９月６、７日に集団宿泊教室を
実施しました。
６日は、水俣病資料館、県環境セン

ターを訪問し、夜はあしきた青少年の
家で、杉本肇さんの講演を聞きました。
杉本肇さんの講演で、１学期から学

んできた水俣病について１つ１つ確認
していきました。その中で一番印象に
残ったのは、杉本さんのお母さん(杉本
栄子さん)のことでした。家族の中に水
俣病の患者が出たとたん、これまで家
族のようだった地域の人達との絆もな
くなってしまったこと、水俣病の原因
がチッソの排水によるものと分かって
裁判をしているときに嫌がらせを受け
たことなど「水俣病はつらくなかった
が、差別はつらかった。」といわれてい
たそうです。このことばは、私の心に
重く残りました。
杉本栄子さんは、２００８年にお亡

くなりになりましたが、生前「今は、
チッソも国も、誰も恨まない。仲良く
しよう。仲良くしたい・・。」といわれ
ていたそうです。
すべてを受け入れ、そして次への展

望を述べておられた杉本栄子さんの志
に感動させられました。これからの世
界の動きにも当てはまるのではないか
と感じました。
５年生も杉本さんの講演を聴き、さ

らに学びを深めていきたいと感じてい
ました。水俣病の事後学習で、１０月
に 杉 本
さ ん が
来 ら れ
ま す 。
ど ん な
話 を 聞
か せ て
く れ る
の か 楽
し み で
す。 講演する杉本馨さん

南Ba小会のメンバー

２年生が運動会の掲示を依頼しました
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